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復職前に知っておきたい！
保育園でかかりやすい病気



保育園に預けてから
病気ばかりしている

•胎盤を通した免疫が無くなるのが生後6ヶ月ご
ろ（百日咳など例外あり）。

•感染防御を自ら行えない（咳・げり・吐き）



飛沫感染(ひまつ)
•咳・くしゃみで感染。

•範囲は1ー2m

•溶連菌・百日咳・ヒブ・インフルエンザ、ア
デノウイルス、風疹、ムンプス（おたふ
く）、マイコプラズマなど



空気感染
•飛沫が乾燥し軽くなり（飛沫核）、空気を漂
う。風で移動する

•結核、麻疹、水疱瘡

•密室内では、ノロウイルス、インフルエン
ザ？



接触感染
•直接接触感染：握手、だっこ、キス

•間接接触感染：ドアノブ、手すり、遊具

•黄色ブドウ球菌、腸管出血性大腸菌、RS、エン
テロウイルス、アデノウイルス、ロタウイル
ス、ノロウイルス、水痘ウイルス、EBウイルス
など



経口感染

•感染動物由来の肉、汚染水（糞便）

•腸管出血性大腸菌、ノロウイルス、ロタウイ
ルス、食中毒、A型肝炎

•生ポリオワクチン由来ウイルス



血液感染
•輸血・歯科治療以外でも

•噛みつき、怪我、噛み与え

•エイズウイルス、B型肝炎など

• B型肝炎では蚊でも可能性あり



不顕性(ふけんせい)感染
•感染しても発症しない

•でも、感染源となることもある

•例:水疱瘡、おたふく、ポリオ、インフルエン
ザ

•不顕性感染からの感染を抑えるのは不可能



かぜ
•せき・鼻水・発熱：多くのばあいは症状軽い

•ライノウイルス、パラインフルエンザウイル
ス、コロナウイルス、エンテロウイルス、マ
イコプラズマなど

•マイコプラズマや混合感染以外は抗生剤無効



ライノウイルス

•多くのかぜの原因（成人かぜのの半分以上）

•飛沫・接触感染

•血清型は、数百位上

保育園のかぜは
防げないし、
繰り返す



繰り返す中耳炎
•鼻水がうまく吸えない

•耳管が太くて短く感染しやすい

•園内で移しあっている（菌株が同じ）

•免疫学的問題：IgG2サブクラス欠損



扁桃炎
•子どもは扁桃が大きいので感染しやすい

•ウイルス（アデノ・EBウイルス）

•細菌（溶連菌）

•溶連菌は3才未満でかかる事はなく、他の細菌
感染も極めてまれ



嘔吐＝胃腸炎ではありません

•吐く原因：便秘、中耳炎、髄膜炎、興奮、頭
痛（偏頭痛）、腸重積、胃食道逆流など

•「吐いたから吐き気どめの座薬下さい」に注
意!!



急性胃腸炎

•いわゆる「はきげりのかぜ」

•ウイルス・細菌性双方あり。



ノロウイルス
•少量のウイルスで感染する。

•潜伏期は1～2日。

•治ったあとも便から1～3週間排出

•消毒用エタノールは効かない。手洗いが有効



ロタウイルス
•赤ちゃんに多い。

•白い便。酸性臭。ノロウイルスよりも重症例
が多い。

•消毒用エタノールは効かない。手洗いが有効

•海外ではワクチンあり



腸管出血性大腸菌 O157

•牛肉の生食（または加熱が不十分）で感染

•強い感染力：100個程度で感染

•強い毒性：ベロ毒素。HUS

•長い潜伏期間：4～9日



園でO157が発生したら

•口からはいるものに注意。

•通常の生活では感染することありません

•手洗いの励行、個人持ちのハンカチ・タオル



インフルエンザ
•飛沫感染。強い感染力。不顕性感染あり。

•同じ園内、兄弟例での感染あり。

•赤ちゃんは一般的に軽症だが、一部に重症化例あ
り。

•シーズンで3回かかる事も（A型二回、B型一回）



インフルエンザの予防
•体力

•人混みを避ける

•適度な温度・湿度（60％）

•外出後の手洗い・うがい



インフルエンザワクチン

•乳幼児にはあまり効きません

•打つのであれば、家族も

•今後接種量が変わる予定（0.1→0.25ml）



伝染性単核症
• EBウイルス、サイトメガロウイルス:不顕性感染多い

•唾液で感染（おもちゃ、キス）

•最近は思春期の病気だが、一部で乳幼児にもかかる

•発熱、扁桃・リンパ節が腫れるなど。

•子どもでは症状がはっきりしないことも。

•子どもでは、長引く熱の原因の一つ



RSウイルス
•大人、子どもでは普通の風邪

•赤ちゃんがかかると、ゼイゼイする

•細気管支炎

•心臓疾患、早期産児では重症化例あり



ゼロリスク探求症候群

•ゼロリスクを求めるあまり、リスクバランス
感覚を失い他人が犠牲になる事も理解できな
くなる病的心理

•池田正行：あなたも、”ゼロリスク探求症候
群”？



保育園の感染

•人間が集団生活を営む以上、感染症を移し移
されることはある程度止むを得ない。

•「お互い様」で許容し合う寛大さを

•しかし、親の努力で防ぎ得るものは防ぎたい



手洗い
•流水：石鹸液でよくもみ洗いしたあと、流水
で洗い流す。

•アルコール消毒用：一部のウイルスには効果
が無い（ノロウイルス・ロタウイルス）

•共に15秒以上。組み合わせも効果的。



吐いたり下痢したら
•まずゴム手袋

•ペーパータオルで覆い、乾燥拡散防止

•家庭用塩素系漂白剤を原液のままふりかける

• 15分後ビニール袋で内向きに包む

•嘔吐した場所を消毒液で清拭



マスクは有効？

•マスクをしても感染を防げるとは限らない

•マスクをする必要があるのは、風邪などの病
気の人






